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【要約】 

・内容 

ジェンダーやセクシュアリティに多様性のある学校環境を促進するためには、教育実践や

教材に LGBTQ を包括することが必要だが（Teaching Tolerance, 2016）、LGBTQ のテー

マやアイデンティティに関連した絵本は大きな抵抗を受け、米国で最も頻繁に禁止される

本のひとつとなっている。 

 

ここ数十年の間に、絵本は LGBTQ の視点（※１）や物語を多く盛り込み、大人のセクシ

ュアリティや「異質な」親の存在が子どもに与えるポジティブな影響を伝えることで、文学

的公平性の実現に向けて大きく前進してきました。 

 

本稿の目的は「子どもや若者向けに出版される LGBTQ テキストが増えたことで、同性愛

者の子どもたちは、自分たちを反映する多くのイメージを持つようになった」（Crisp and 

Knezek, 2010, p.76）と仮定するのではなく、LGBTQ アイデンティティへの認識を育む媒

体としてテキストをどの程度活用できるのか、または活用すべきなのかを明らかにする。 

 

12 冊の絵本の分析を行い以下について分析した 

 

(1)絵本の中で、性別の異なる男性はどのように描かれているのか？ 

(2)絵本は、幼稚園から高校までの学校生活の中で、性同一性障害の男性が直面している問

題をどの程度認識させるか？ 

 

 



 

 

 



 

※１ 

男性（または男性の動物）であるにもかかわらず、花の香りをかいだり、人形と遊んだり、

ドレスを着たり、ダンスをしたりしていて、家族や仲間から批判や嘲笑を受けていても、生

き続けるという社会的な期待に反している絵本を取り上げている 

 

・結果 

◇共通点 

→同性グループの他人と同じことをしない若者の例を示すことで、ジェンダーにとらわれ

ない少年、少女にテキストで表現している。 

Ex)『William‘s Doll』主人公ウィリアムが人形を抱き、食べさせ、服を脱がせ、キスをし、

世話をするふりをする。 

 

◇相違点① 

→12 冊のうち 9 冊は自分のアイデンティティが問題になったり、理解できない人物の登場 

Ex)『William’s Doll』 主人公の William、Oliver、Elmer、Tucker、Bailey は、家の中でも

外でも執拗にからかわれ、仲間はずれにされ、自分のアイデンティティを否定されている。

ウィリアムの兄と隣の家の少年は、ウィリアムが架空の人形で遊んでいるふりをしている

のを見て、恥ずかしそうに顔を隠します。 

 

お兄ちゃん:「人形だよ！」 

弟：「"気持ち悪い！"」 

隣の家の少年：「シシー、シシー、シシー！」と言った（p.11）。 

 

筆者：少年が自分のコミュニティに受け入れられるためには、自分の性の差異という「問題」

を克服する方法を考えなければならないが、これらの物語は、LGBTQ の固定観念に対して

考える機会となり、議論のツールとして活用することができる。理想では、すべての生徒が、

他者に共感したり、同化したり、他者について学ぶことができる現実的なテキストをつく r

事だ。 

 

【感想】 

この論文を読んでいかに絵本が子どもたちに与える影響が大きいかということを再認識し

た上で語弊を生まない内容にしなければならないと痛感した。 

 

 


